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「健康志向食品」の利用状ill

　○村上智子　羽愈智美　丸山-T- 寿子

食　　物

［目的］近年、ビタミン剤や栄籤ドリンク剤をはじめ、いわゆる健康食品などの「健康志

向食品」が飯売されている．我々は栄養指i謀usに、これらの利川者が増加している印Si を

受けており、使用の是非についても考心すべき場合が多い．そこで．これら「健康志向食

品」が利用される背景を明らかにするためにIS 査を行った．

［方法] 1S92年11月、都内某大手商社の定期健IK 診tTr時に. 22歳から61歳までのm性社員

11)49人を対象に「it 康志向食品」の利用状況.生活状況.運助習慣.体調などについてア

ンケート飼査を実施した．回収串は1321人（87.8)!）.その内有効回答数は　gi9人(89.6J!)で

あった．統針的検定は, FACOH H-350Rを川い、統計処理パッケージ　ANALYSTにより行った．

　［結果］it 象は、「健m志向食品」　を利川しない非利ni 群　5^13人と、時々あるいは常に利

用する利用扉　362人に分け、更に　z砕をio歳未満の若年群と、io歳以上の巾年部に分けて

検討した．各部の人数は、非利川･ 若年群　316人、非利用・中年部　227人、利用・若年群

　227人、利用・中年部　135人であった．現在の体調について、硝尿病・高血圧などの「慢

性疾患にかかっている」者が、非利用砕と利用部とも, 若年群と比べて中年群の方が多か

った（Pく0.05). r熟睡できない」者は、利一川部において若年瀞に比べ’て中年扉が有意に多

かった(Pく0.05）.利用する「健康志向食品」の租類は、若年砕で総合ビタミン剤が　48.o:e

ビタミン　Ｃが　48.Otで最も多く. 次いで栄養ドリンク剤　29. 1)!,ビタミン　B部　19,nであ

り、中年部では総合ビタミン剤　49.8)!,ビタミンC 39.3!8,ビタミン　Ｅ 2'l,4!5.ビタミン

a 部　n.s%の順であった．栄養ドリンク剤6.利川する者は若年扉が中年群よりも有意に多

かった（P<0.05).

　［まとめ］以上のことより、若年扉と巾年群では、利川す£ r一健康志向食S,」の弑rnと理

由に差があるものと思われた．
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目的

　本学学生対象に米飯調査を行い、市販米飯弁当の栄養分析をし、外国産米弁当等を試作
しバランスの良い弁当とすることを目的とした。
方法

1.学生対象に1993年10月米飯調査と持ち帰り弁当の嗜好調査を行った。

2.持ち帰り弁当の栄養計算は、1992年に東京で1993年に群馬でそれぞれ市販されている
弁当について行った。

3.試作弁当はインディカ米弁当、シルバー弁当を試みた。

4.バランスの良い弁当とするためそれぞれの米の特徴を把握し調理した。
結果

1.持ち帰り弁当は、本学学生が30％も利用していた。嗜好調査では１位唐揚弁当２位と
　り飯弁当であった。

2.栄養分析では、エネルギー、蛋白質、脂質は所要量に達しており、カルシウム、鉄、
　ビタミンＡ、ビタミンB2等の不足が目立った。

3.インディカ米は粘りが少なくボロボロするのでバターやチーズを使用し、ピラフやグ
　ラタンに合った。学生には、インディカ米も調理法により好まれた。

4.バランスの良い弁当とするために所要量の満たされていない成分を補うために牛乳
　やおひたし、果物を摂取することが望ましい。
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